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研究成果の概要（和文）：本研究では岩木健康増進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ(平成29,30年度,腸内細菌を含む)を総
合的な解析で,各種健康年齢(腸・肺・血管・骨・体力・脳・口)の計算式を一括作成し,その成果は以下である.
①平成29年度のﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀから,各種健康年齢(腸・肺・血管・骨・体力・脳・口腔)の計算式を作成した.計算式
に使った項目の主なものは,ｱﾙｺｰﾙ摂取,ｴﾈﾙｷﾞｰ摂取,食物繊維摂取,糖尿病罹患,中性脂肪値,腹囲,γGTP,IgE,認知
機能,抑うつ度,ｱﾐﾉ酸,ﾚﾌﾟﾁﾝなどであった.②平成30年度のﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを用いて①で完成させた計算式の実証を行
った。

研究成果の概要（英文）：In this research, the calculation formulas of various health ages (gut, 
lung, blood vessels, bones, physical strength, brain, oral cavity) are calculated by comprehensive 
analyzing the big data of the Iwaki Health Promotion Project in 2017 and 2018. The results are as 
follows. (1) Formulas for various health ages were calculated from the big data of the Iwaki Health 
Promotion Project of 2017. The main items used in the formula were alcohol intake, energy intake, 
dietary fiber intake, diabetes incidence, triglyceride fat area, abdominal circumference,γGTP, IgE,
 cognitive function, depression degree, amino acid, leptin and so on. (2) We also calculated the 
calculation formula using the big data of the Iwaki Health Promotion Project of 2018. Furthermore, 
these two formulas were compared each other.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
提唱されている既存の各種健康年齢は、異なる対象者から、各研究者が独自の単独の健康年齢を提案している。
また、時間的ずれもある。そこで、本研究では、岩木健康増進プロジェクトのビッグデータを総合的に同時に解
析することで、各種健康年齢（腸・肺・血管・骨・体力・脳・口腔）の計算式を一括して開発した。本研究の特
色と長所は、同一のデータから7つの健康年齢の計算式を同時に開発したことであり、しかもこの7つの健康年齢
は健康長寿をほぼカバーできるものである。今後の健康対策は、健康を全体的にとらえるという視点が重要であ
り、本研究で作成した7つの式はその目的に合致し、今後の健康対策に貢献できるものとして期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
これまで提唱されている各種健康年齢は、異なる対象者から、各研究者が独自の単独の健康
年齢を提案している。また、腸内細菌叢を活用した計算式は中路らの報告など腸年齢に限られ
ている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、岩木健康増進プロジェクトのビッグデータを総合的に同時に解析することで、
各種健康年齢（腸・肺・血管・骨・体力・脳・口腔）の計算式を一括して開発する。本研究の
特色と長所は、①同一のデータから 7つの健康年齢の計算式を同時に開発することを目的とし
た。②腸内細菌のデータをフル活用したことである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、岩木健康増進プロジェクトのビッグデータ（平成 29,30年度）を総合的に同時
に解析することで、各種健康年齢（腸・肺・血管・骨・体力・脳・口腔）の計算式を一括して
開発する。ビッグデータの解析には、重回帰分析、ロジスティック回帰分析、決定木分析、グ
ラフィカルモデリングなどを用いた。 
対象者は、平成 29年度の岩木プロジェクト健診受診者男性 455名，女性 693名であった。 
説明変数として各種統計手法で以下の項目を抽出した。 
腸内細菌（共通） 
① Fusobacteria門: Fusobacterium 
② Verrucomicrombia門: Akkermansia 
③ Actinobacteria綱: Bificobacterium 
④ Coriobacteria綱: Adlercreutzia, Asaccharobacter, Eggerthella, Slackia 
モデル別説明変数として，各モデルの特徴を表す以下の変数を含めた。 
① 腸: 抗生物質服用，ストレスによる下痢，便通頻度，IBS判定 
② 肺: FEV1秒率，本人の喫煙，家族同僚の喫煙 
③ 血管: 高血圧服薬，脂質異常症服薬，糖尿病服薬，BMI，収縮期血圧，baPWV, HbA1c, 中
性脂肪，HDL, LDL, 本人の喫煙，家族同僚の喫煙，飲酒，運動習慣 
④ 骨: 骨粗鬆症服薬，骨密度踵骨 QUS OSI, 骨密度橈骨 DXA Tスコア，運動習慣，ロコ
モ 25、体力（身長補正筋肉量，握力，2ステップテスト，立ち上がりテスト，10m歩行），
運動習慣，ロコモ 25テスト 
⑤ 脳: 最終学歴，MMSE, 本人の喫煙，家族同僚の喫煙，飲酒，運動習慣，ストレスによ
る下痢，CESD, 抑うつ，睡眠障害 
⑥ 口腔: 残歯数，本人の喫煙，家族同僚の喫煙，飲酒，歯科受診回数，歯磨き回数 
 
４． 研究成果 
① 平成 29年度の岩木健康増進プロジェクトのビッグデータから、各種健康年齢（腸・肺・
血管・骨・体力・脳・口腔）の計算式を作成した。以下に腸年齢（男性）を例として
示す。 

 
腸年齢（男性） = 70 - 5.7*下痢 - 4.5*便通 - 100*Adlercreutzia + 97*Akkermansia + 
25*Bacteroides -56*Bifidobacterium-120*blautia - 340*Christensenella - 
2000*Eggerthella + 450*Enterobacter - 600*Enterococcus + 230*Eubacterium - 
140*Faecalibacterium - 59*Fusobacterium + 55*Lactobacillus + 180*Parabacteroides + 
2500*Pediococcus + 100*Ruminococcus + 46000*Staphylococcus + 38*Streptococcus 
 
 本式の根拠は以下の重回帰分析の結果の表である。 

変数名 係数 SE T p 

定数 69.515 8.111 8.570 0.000 

ストレスによる下痢 -5.711 4.115 -1.388 0.177 

便通頻度 -4.466 2.342 -1.907 0.068 

Adlercreutzia -104,537.744 67,279.622 -1.554 0.132 

Akkermansia 97.351 56.958 1.709 0.099 

Bacteroides 25.322 20.100 1.260 0.219 

Bifidobacterium -56.184 28.441 -1.975 0.059 

Blautia -119.630 36.129 -3.311 0.003 



Christensenella -340,808.065 133,761.615 -2.548 0.017 

Eggerthella -2,140.704 997.631 -2.146 0.041 

Enterobacter 449.123 249.906 1.797 0.084 

Enterococcus -1,643.147 832.171 -1.975 0.059 

Eubacterium 230.346 71.957 3.201 0.004 

Faecalibacterium -137.443 40.765 -3.372 0.002 

Fusobacterium -58.778 46.158 -1.273 0.214 

Lactobacillus 54.851 35.700 1.536 0.137 

Parabacteroides 179.571 80.116 2.241 0.034 

Pediococcus 2,540.515 1,489.134 1.706 0.100 

Ruminococcus 99.879 55.400 1.803 0.083 

Staphylococcus 45,867.470 21,684.905 2.115 0.044 

Streptococcus 37.831 17.725 2.134 0.042 

 
 以上のように 7つの年齢式を男女別に計 14 式作成した。 
 
② これらの式を平成 30 年度のデータからも算出したところ 0.8 以上の一致率が得られ、
一般的にも適応可能である可能性が示された。 
 
本研究の特色と長所は、同一のデータから 7つの健康年齢の計算式を同時に開発したこと
であり、しかもこの 7つの健康年齢は健康長寿をほぼカバーできるものである。今後の健
康対策は、健康を全体的にとらえるという視点が重要であり、本研究で作成した 7つの式
はその目的に合致し、今後の健康対策に貢献できるものとして期待される。 
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